
地域の個性を活かしたコンパクトで効率的なまちづくり
平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 津幡町

・身近な交通拠点の整備及び、安全・安心の居住環境整備によって、地域内相互の住民交流活動が活性化し、公民館の利用者数が58,900人／年(H21年度)から63,700人／年(H27年度)に増加
・公共交通機関(JR･バス等)の連携強化や地域拠点の充実等により町営バス利用者を59,700人(H23)から64,600人(H27)に増加
・既存の公共施設周辺における機能充実整備、交通ネットワーク(移動)円滑化により広域的な交流が活性化し地区内の公共公益施設利用者が173,600人／年(H21年度)から184,200人／年(H27年度)に増加

① 計画対象地区内の交流活動活発化の指標として、地区住民が主に利用する公民館(4箇所)の年間利用者数の合計とする。

② 計画地区は町の中枢であり、町営バスの集散拠点であるため公共交通の連携強化の指標として町営バスの年間利用者とする。

③ 広域交流の活性化の指標として地区内の広域利便施設(ｻﾝﾗｲﾌ津幡、総合体育館、町ﾃﾆｽｺｰﾄ)の年間利用者数とする。

上段：計画　　下段：実施

○事後評価の実施体制、実施時期

津幡北中部地区まちづくり委員会にて事後評価を実施

１．交付対象事業の進捗状況

交付対象事業
Ａ１　基幹事業 上段：計画　　下段：実施
番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考a

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27 （提案事業）

1,537 413

1,471 409

9

9

1,546 413

1,480 409

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

効果促進事業費の割合

平成28年3月31日

（H23当初） （H27末）

津幡町ホームページにて公表、都市建設課（都市再生整備計画主管課）窓口にて閲覧を実施

全体事業費
（百万円）

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

27.6%

直接

63,700人／年-

0百万円 26.8%

-

（Ｃ＋ａ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価の実施体制

 184,200人／年

事　後　評　価

平成28年2月

1,480百万円

公表の方法

1,546百万円 1,546百万円 0百万円

58,900人／年

173,600人／年

1,480百万円 0百万円 0百万円

　　計画の成果目標（定量的指標）

要素となる事業名
市町村名

（事業箇所）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ａ Ｂ Ｃ

事後評価の実施時期

津幡町 直接 公園施設長寿命化計画策定事業（津幡町）

（参考様式）社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

1-A-1 都市再生 一般 津幡町

1-A-2 公園 一般

津幡北中部地区都市再生整備計画事業 津幡町

津幡町

合計

道路・公園等の整備
400ha

道路・公園等の整備
400ha

公園施設長寿命化計画策
定公園　N=5箇所

公園施設長寿命化計画策
定公園　N=5箇所

事業者

津幡町

津幡町

津幡北中部地区は、津幡町の発展を支えてきた中心市街地から成る地区であるが、既存の商店街の衰退、狭あいな道路と密集した老朽木造住宅地の分布、空地・空き家の増加など、防災はもとより防犯面において
も対策が必要な地区である。しかし、地区内には、JR七尾線が外周を通過し３駅が立地することや役場庁舎や河北中央病院をはじめとした公共公益施設が立地するなど都市的サービスを十分享受できるコンパクト
な市街地を形成している。町の中心である北中部地区を再生することは津幡町の持続可能な発展からも急務である。このような中で、都市再生整備計画事業による都市機能の更新や魅力ある都市空間の整備、空地
を活用したいこいの場の整備などを、地元まちづくり活動との連携のもと推進し、地区の個性を活かした快適な中心市街地の再生を目指す。

59,700人／年 64,600人／年-



Ｂ　関連社会資本整備事業 上段：計画　　下段：実施
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

Ⅱ定量的指標の達成状況

事業実施期間（年度）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 要素となる事業名

番号

全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

市町村名
事業内容

市町村名

指標③（公共公
益施設の利用者
数）

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

指標①（地区公
民館の利用者
数）

地域住民の意向を踏まえた事業の追加、見直し等が目標値を上回る結果につながった。

・中学生利用者（部活動）の利用数が減少したこと。
・全国的な傾向として運動・スポーツの参加率が平成以後、H24→H27で初めて大幅減少となったこと。
　（文部科学省推計：体力・スポーツに関する世論調査より）

全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

要素となる事業名 事業内容

 184,200人／年

148,100人／年

・各公園整備により利用者、利用申請者が増加

・津幡川河川堤防修景整備事業によりウォーキング利用者が増加

・今後も住民と一体的なまちづくりを推進し、施設機能の維持・向上、交流活動の促進を図りながら地域の個性を活かしたコンパクトで効率的なまちづくりを目指す。

64,600人／年

71,800人／年

47,600人／年

・まちづくり委員会やまちづくりアンケートの実施により、地域住民の意向を踏まえた事業の追加、見直しを行った。地域の一体感・連帯感・地域への愛着を求める身
近な交流拠点の整備及び安全安心の居住環境の整備によって、地域内相互の住民交流活動が活発化し、公民館利用者の増加に至った。
・町営バスの利用促進においては、津幡駅を基点にダイヤの改正、路線の見直しを行う等、町民の利便性向上を図ろうと試みたが指標達成に至らなかった。
町では町営バス以外に福祉バスやデマンド制による高齢者等の外出サポートを展開し、複数の交通機関によって総合的な体系、地域の実情に沿ったあり方を検討してお
り、指標の対象を町営バスに限定したことも達成しなかった要因として考えられる。また、山間部での児童数が大幅に減少していることも要因と考えられる。
・公共公益施設の利用は、関連事業の実施および交流活動の活性化により、サンライフ津幡やテニスコートは従前並みの利用者数で推移しているが、総合体育館につい
ては中学生利用者（部活動）の利用数が減少したことと、全国傾向として運動・スポーツの参加率が平成以後、H24→H27で初めて大幅減少となったこと（文部科学省推
計：体力・スポーツに関する世論調査より）が利用者数減少の要因と考えられる。

事業者

事業者

指標②（町営バ
ス利用者数）

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

・特に、山間部方面の路線で小学生の利用が大きく減少したこと。（絶対数が減少）
・山間部方面の路線で高齢者の利用が大きく減少したこと。
　（町営バスから福祉バスやデマンドバスへ利用が流れた）最終実績値

63,700人／年



（参考図面）

　地域の個性を活かしたコンパクトで効率的なまちづくり
　平成２３年度～平成２７年度（５年間） 津幡町

　

計画の名称
計画の期間 交付対象


